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1. はじめに 

 医療の最新情報を得るために英語論文を読む，外

国人の患者を診る機会があるなど，医師には英語力

が不可欠であり[1]，医師・医学専門教員を対象と

した英語能力のニーズ調査から，学生に求めるスキ

ルとして論文読解へのニーズが高いことが分かって

いる [2]．医学論文読解には ESP（English for 

Specific Purposes，特定の目的のための英語）の中

でも特に医学分野に特化した EMP（English for 

Medical Purposes）の学習が必要である．これらの

背景から，本研究では提供された医学英語論文（タ

イトルならびに概要部）の対訳付きコーパスに対し，

医学生向けに英文読解・英作文学習サポートを目的

としたシステムを試作した．本発表では，プロトタ

イプシステムを医学部生が授業で使用した履歴から，

本システムの利用状況を調査・報告する． 

2. 関連研究 

関連研究としてJECPRESE[3]やAWSuM[4]など

が挙げられる．[3]は単語・フレーズを検索するコ

ンコーダンサ（検索語を中央にしてコーパスから表

現を抽出する KWIC（keyword in context）表示機

能を有するソフト）である．口頭発表を文章化した

データを対象とし，話者の目的別に英語と日本語の

両方から文を検索する．[4]はムーブ（表現意図）

を用いた英文作成支援システムであり，論文のセク

ションとムーブごとに高頻度の語連鎖を提示し，コ

ンコーダンサの機能等も備わっている検索システム

であるが，日本語の対訳表示はない． 

3. 医学英語学習システム 

3.1. 医学英語論文コーパス 

本システムで使用する医学英語論文（タイトルな

らびに概要部）の対訳付きコーパスのデータ構造を

例と共に以下の図 1 に示す．なお，このタイトル・

概要部の 1 編を英文書と定義する（ここに英文書数

1,469，英文数 19,581．また各英文は日本語対訳を

有する）．英文書はタイトル，背景，方法，結果，

結論，結論（研究情報）の 6 セクションより成る． 

図 1 の例は，ID=1695 の英文が英文書 2 の 14 文目，

結論部分で使用されていることを示す． 

 
図 1：データ構造，データ例 

3.2. システムの概要 

提案システムを図 2 に示す．検索には検索語を 1

つ入力する１語検索，4 語まで入力可能な複数語検

索があり，セクション指定や活用表現等の詳細設定

機能も備えている．対象言語を検索語単位で指定可

能なため，複数語検索時に日本語と英語を組み合わ

 
図 2：システム概要ならびにインタフェース 
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せた検索（クロス検索）を実現している．出力結果

はヒットした英文単位で KWIC 表示されたのち，

英文・対訳文双方の文全体をポップアップ表示した

り（機能①），ヒットした英文が属する英文書全体

を表示することができる（機能②）．機能②使用後

には，英文書中の任意英文に対し対訳文と共に文全

体表示が可能である（機能③）．各種機能操作時に

は学習者の操作ログを取得し，学習分析（LA, 

Learning Analytics）に結びつけることを念頭に置

いている．今回は日本語対訳の活用機能の利用状況

調査を主目的とする． 

4. 評価実験 

4.1. 実験の目的・概要 

 医学部生向け授業中の使用履歴から本システムの

日英対訳表示機能の利用状況を調査する実験を行い，

またシステムの改善点について分析する．実験は国

内医科薬科大学の 1 年生 113 名，3 年生 110 名に対

して各学年 2 回の計 4 回実施した（授業内容を表 1

に示す）．授業後，システムの使用感や電子辞書・

自動翻訳システムとの比較などに関するアンケート

を実施し，実験で得られた操作ログと共に分析する．

なお，同アンケート結果の詳細を含め，実験データ

のより広範な分析は学会当日に発表予定である． 

表 1：授業内容 

実験 ID 学年 内容 

1 1 語彙レポート 

2 1 サマリーライティング 

3 3 パラフレーズ 

4 3 パラフレーズ（興味のある語） 

4.2. 結果分析Ⅰ 

表 2：授業別の各機能（①～③）使用回数 

実験 ID 1 2 3 4 計 

機能① 859 686 651 396 2,592 

機能② (A) 63 15 46 171 295 

機能③ (B) 85 2 17 214 318 

B／A (%) 134.9 13.3 37.0 125.1 107.8 

 4回の授業別に各機能（①~③）の使用回数を表 2

に示す．結果，基本的な使用法である機能①が群を

抜いて最多となった．一方で機能②は単一英文のみ

ならず，英文書全体閲覧による俯瞰表示を意味し，

その試行回数が 1 割程度あったのは興味深い．機能

②に対する機能③の使用割合は 100%を超え，ヒッ

トした英文が属する英文書全体を表示するにとどま

らず，さらに対訳表示のアクションを能動的に起こ

していることが分かる．また，アンケート内の“使

いやすかった機能”（複数回答可）については，選

択肢 5 件中の上位 3 件が機能① （37.3%），機能③

（24.3%），機能②（18.3%）と，対訳表示に関わ

る機能が多く使われていたことが伺えた．一方で

「単語の翻訳箇所が分かりづらい」「検索結果で対

訳を確認したい」という意見も寄せられ，対訳のハ

イライト表示機能，ヒットした英文とその対訳の同

時表示機能の追加が要望された． 

4.3. 結果分析Ⅱ 

 全授業を通して発行された検索総数 2,260 に対し，

その言語別内訳は英語のみ 66.8%，日本語のみ

30.7%，クロス検索 2.5%であり，検索語数の観点

では１語 93.9%，複数語 6.1%であった．ここでは

本システムの特徴の一つでもある複数語検索（およ

びクロス検索）について分析を試みる．複数語間の

関係を a. 異義（例：hospital と station），b. 類義

（例：physician と doctor），c. 結合後に定型表現

（例：middleと age）に分類した．入力語の組に対

して，まず定型表現が存在すれば c，なければ類義

語か（b）否（a）で仕分けした．これを英語，日

本語，クロス検索，そして AND/OR 検索別にまと

めた結果を表 3 に示す．結果，b はクロス検索の場

合（例：study と 研究）でのみ観察された．キーワ

ードの選択に確信が持てない場合はクロス検索， 2

語で表す語を検索する際には入力語を分割するとい

った複数検索の使用が見られ，日本語対訳を活用し

た事例としてのクロス検索の在り方が確認できた． 

表 3：言語別・分類別検索回数結果 

 言語 英語 日本語 クロス 

検索 AND OR AND OR AND OR 

分 

類 

a 15 1 1 0 3 0 

b 0 0 0 0 5 5 

c 4 0 2 1 0 0 

5. まとめ 

 本稿では医学生向けに医学英語論文に特化した英

文読解・英作文学習をサポートするシステムを試作

し，実際の学習者履歴を調査した．結果，日本語対

訳を活用した機能の使用と検索の活用法が確認でき

た．今後の展望としては，検索語の対訳のハイライ

ト機能，インタフェースの簡易化が考えられる． 
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